
JP 2012-103878 A5 2013.2.28

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成25年2月28日(2013.2.28)
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【公開日】平成24年5月31日(2012.5.31)
【年通号数】公開・登録公報2012-021
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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  21/31     (2013.01)
   Ｈ０４Ｌ   9/32     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０７Ｃ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  15/00    ３３０Ｂ
   Ｈ０４Ｌ   9/00    ６７３Ａ
   Ｇ０６Ｆ   1/00    ３７０Ｅ
   Ｇ０７Ｃ   9/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月15日(2013.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の認証により個人認証を実行する複合認証システムにおいて、
　第１の利用者および当該第１の利用者の責任者である第２の利用者に対して、事前認証
を実行する第１の認証装置と、
　前記事前認証の結果、許可される行為により利用可能になる行為についての認証を行う
第２の認証装置と、
　前記第２の認証装置での認証結果により利用可能になる行為を実行するための端末装置
と、
　前記第１の認証装置ないし前記第２の認証装置の認証結果、または、前記第１の認証装
置ないし前記第２の認証装置での認証結果に基づく行為の実施状況を記録する記録装置と
、
　前記第１の利用者から前記端末装置を利用する要求情報を受付けた場合、当該端末装置
から前記第２の利用者を識別する情報を受付け、前記記録装置に格納された前記第２の利
用者に関する情報に基づいて、前記第１の利用者に対する前記端末装置の利用の可否を判
断する管理装置とを有することを特徴とする複合認証システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の複合認証システムにおいて、
　前記端末装置は、複数で構成され、当該複数の端末装置には前記第２の利用者が利用す
る第２の端末装置が含まれ、
　前記記録装置は、前記第２の端末装置の利用状況が記録され、
　前記管理装置は、前記第２の端末装置が利用されている期間に、前記第１の利用者にお
ける端末装置の利用を可能と判断することを特徴とする複合認証システム。
【請求項３】
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　請求項２に記載の複合認証システムにおいて、
　前記第１の認証装置は、前記第１の利用者および前記第２の利用者が所定領域内に入場
する際の認証を行い、
　前記第２の認証装置は、前記所定領域内に設置された前記複数の端末装置の利用のため
の認証を行い、
　前記管理装置は、前記第２の端末が利用している期間を、前記第２の利用者が前記所定
領域への入場および退出をした時間を基準として定めることを特徴とする複合認証システ
ム。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の複合認証システムにおいて、
　前記管理装置は、前記記録装置に格納された前記第２の利用者に関する情報を、前記要
求情報を受付けた時間について現在時刻から近い順に遡って、前記記録装置から検索し、
当該検索の結果に基づいて、前記端末装置の利用の可否を判断することを特徴とする複合
認証システム。
【請求項５】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の複合認証システムにおいて、
　前記記録装置は、前記第１の認証装置での前記第１の利用者および前記第２の利用者の
認証結果を認証時間と対応付けて記録し、
　前記管理装置は、前記記録装置に格納された前記第２の利用者の認証結果を、前記第１
の利用者の認証結果の時間について現在時刻から近い順に検索し、当該検索の結果に基づ
いて、前記端末装置の利用の可否を判断することを特徴とする複合認証システム。
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